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Iまじめに

硯丘通産過て･検討ざ奴て ､､ 6 rγケ世代コンに｡ユージ'詞絡討畠」のポイ ント ,ゴ
(i) 笑ﾛ識碕羅処躍z鮪伺

(ii) ¥私を文え6芝シン群（鯵諭ゴシン， 災ﾛ識ベースゴシン等） と構黎
(lil) そ艇ウのェI, . l例題解決機能燕的会誌機能， 笑ﾛ識べ－入機能等と実現
(iV)代表的vた用例を選び､ 、 ￥の＃知性を更証

と、、 ク ニ と （：『う と咀､わkウ 。

70斗（の橘報ﾇ2浬22151↓のと こ て ． これが（凰家う°ロう･エクト とし ( ) ia

‘”].‐ ﾉﾚ該え"､否"､ 各種,)観臭"､ ウ‘ず2.f '/鎖諭"《ぁソ ゥ ウ ビ･あケ ゥ ．
旦虹が､9"年代のニーズ'： ﾗ告う 4の 1.ありが‘ イ紅{Jとゞ う 、 、 フニーズr.､あウ カ､ 、
Vれ( ：どの程度の主さししく,しI｡たえ6↓のて･あう 〃､ ，他,〈 もつと入争'j 1阿題‘
'j ‘、の〃､ 。 ￥の検討毛 '洪嘩〔･あソ サバ綿1つ杖て ‘、 6 。
‐一かそれととも ’〈 frﾐ 、 その餉堤と L て も重掌7の ，J、 ￥いの膜術的〃宴

現司従催〔"あう ） 。 どの程度の機能のもめ〃《 、 どの程度の期lilと努加ミ ェっ て ，’

#EK9. 6 T､あう うか｡ Yh'#､摘報処理とｺﾝ 斗一ﾀの革斬とも r<ケリ もの 〔､
ぁ6 〃､ 。 ¥牡'〈対16勘定的'jg,,ィ司能でハ6 !こ し て も ､ ¥の見通し＆支え6
洪ﾗ児証狭11 ‘ 、 ぅ、、 うとfてき て 、、 6 と恩わ狂ら．

上 ’3 ， 、 乙 二のよ う 7j､ 目標設定が「野極的」 て･ぁ6 二 と (J大方 'ミ浦滴Iいゐと

あ､ ソ であう う 。 ￥のオ阿柱'§つ、 、 て大方の '司息が塒ウれ6にし ， 』も 、

( i )備報処理の各分野てゞの強力'j墓榎的荷えの膠l荊

( ii) さ ずr~､#r『試作と莫験のく ツガえしにエ6フィ ー トゞ（.γ 7
(Iii) そ紙今2文える ．耐え'荊発の7《あの籟境黍1斗

が矛司寅の前提と ‘ 、 うべ､J 2.あらう 。

L統一的イ メージの可能性一誌斫え分野の相互関連の進展
ェに述べ『≦ 目標,才、 単', 6願望, < 』 うて て｡,#なく 二批1での備報処潅"叶えの
進展自体'ミ Jっ て臭えら抵‘べきもので･あう う 。 ↓- '／4と北 畠の／’坪」 イ箭羅処狸
の各研え分鰐で人き 『j進應"､'ぁっrミ ヒ乳らl/16 ． M才L¥れ!<懸刀的な成累-がぁっ

7《が． ． ￥』/( ヒ ヒ tにう主目Vべき 1$ 、独自の動機!忌絡L rミ ヒ里わ杖6参〈 の tの〃、

相互!≦認4 '御座し合う てき て 、､6 と ､ 、 ｸ皐妻であう 。 ＞のよ う rj進展が今後ずり
f1進私‘ と見れば‘ そのえ'こ統一的'↓ イメージt想定16 二 とが可能であう う ．
衲報延浬の （基礎的）研え介野と L て 、 rc こえ (3.

（|） 人工天画能珂え， 矢，識工学

(il) ソフ トウェア工学（う.ロブ"ラミ ン7．丁濯論, l幻係データベ､‐ス論）
（Ⅲ） アー冬テフチス獅え
（〃） 言諾す （亜成変換鍾論， モンテ莞､ェ躍論）
を玲乞てヶ6． 斗私玲"れ! ： ろ‘ 'ブウ進巌Lとも （く 、 ￥才'ウ相互'〈方｜ブ ウ丈うえのう系化
〃ぐ最近の顕蒟 ’/現象〔･ぁ6．

第23回ブﾛグﾗﾐﾝダ

シンポジウム1982- 1 133



I)2)

（一例) D(jkstY久のアソシォン
> l,L (1 (")並 'l操作と意識し 「之 （超）高級含諾〔.あウ． その上て、
の鼻出（検証）が試ケウl/t ( L、 ‘。 二い!』 '77z芽!〈D'lkstr瓜!≦よって
ものて･ 、現左‘ ル“し↑筋|司【・VLSIをベースIこ した超並グ'lマシンの
ナペの耐えが進勿ら堀て ‘ 、 る この こ とで､あり ． この言諾1J 、知識エジ
〈便わl/'て 、、 6 「7．ロタフ シヨン システム」 (PS) に鮠1以して 、 、
I甑 、 ￥,)時臭て｡ ｜班 ’司様のう．ロブ･ ラムキ遂が､人工笑腫能のフノレーフ. z.､ 1

1）

用‘ 、 ゥ狐て ‘ 、 rミ ヒ ‘ 、 う う とをヌロウリ､ 〃、 つrく」

フ･ロブ、 ラム

終想2 1/Ir<

7－ 鶉テフ

の分野1，.よ

6． 『我々

Y.. 1 忌数坪lil

（人工芙回能と笑ﾛ識工学）
70年代の人工知能両え,J 、 「 自丞言詰と美，識」 と ‘ 、 ）間題農識で､17めう牡（
きr二 と ‘ 、 ZJ う 。 70斗代の後ギ!< 13 ､ そのチシ玄の応用が注目 ゴ秘bよう {< rj y ､
「笑ﾛ識工-学』 の提唱があう仁。

更回識工学て" ,ま 「専,可天,識」の組込み, ミエも コンヅルアーンヨ ンシスアムの構梁
が､現在主唯!<なっ て 、 、 6 。 ￥のr《め( < IJ専'形，識自 1本の整理が．重呼て‘あ6 〃く､ ¥
紅L叉え るの !ま 、 笑・識の宏現と*‘|串遜， 矢，識の獲得ﾗ鍔であ6 ．対象分野と して
は． 医療誇封‘ 化学測瞥の構造決定，油田楳査のr<めの信号解林道ｲ五チエ学の

講謁"蓬,賑駕篭灘嚇舗倉撫鰄蝋塁
理')称分野と '‘ って ､､ 〔て"あめ. ■1 、

ィ色の御え分野との相且関連＆ノナ6－つの縛更!ま、 人エ芙回能串う｡p7､､ラ ミ ンフ言
諾z･あう ‘現在! LisF , RFol'3¥が使}つい￥の工!、 P5f・ もつと高水準の喪回議
悲現言諾"《識ノナられて 、､6 ． %私ヶの言診呼、 ソフトウェア工学とも関連芝して
き『ら‘ ソ 、 チfこ コンヒ．ユータ,)新アー希テ7ケ詞の両えとも '幻連し合って き て 、、
も。

（ソフトウェア工学）

70年代! くち､ ‘ 、 て 、新し ､、 フ・ロブ･ラ ミ ンフ． 、 スタイルの提唱か．あソ 、 う°ロブ“ラム
の検証f'合成（変換） の研えが進んだ。 ¥れらと基礎つ 1iも ものとして 、 う°ロンﾞ
ラムの覧､味論も確立ご才( て き ↑量。 これウ IJ 、今後の桶報処謹扱術の基礎的零素と
して重韓で為6 。

このようゥ､流れ〃､ ら出て き夜『関数的フ・ロ7.ラ ミンクﾞ （青諾） 」 ！＃、新アー天
テフケマ と し てのテータフローーマシンャソ タフシヨンマシンの方えとﾗ系<籍".つ

q,

、、 て 、、 6．

－万、 （関係） テータベース論も70坪代の大き ''､ うえ叔〔“あつf<. ¥秘自体こ し
も､

て う系く研えさ狐てき 「< "《 、 テータベース御え'よ他分野Li, l幻連を↓も倦めて 、、 6.
L,

テータベ､ －入の高度化,ま 人工-笑咳能研ぇでの笑‘識表現の'副題に血つ､ ､、 で 、、 6. f,も

にﾃｰﾀべｰｽﾏｼﾝ,ま 新ｱｰ輔テフヶミの牌､動"の一つ' 《り､ ‘ﾉ ﾌﾞ つあ6.
,,

（ アーキテフナf獅灸）

新ｱｰ託ﾃﾌﾁで し し T現狂う主目2ぷて ､ ､ 6ﾃｰﾀ ﾌﾛｰﾏｼﾝｬｿ ﾀﾞﾌｼﾖ
、、

シマシン￥,献、 ソフ ト ワェアエ学!〈方‘”'刻数的ﾌ･ロブ"ラ ミ ンフ‘とう?､<締"､つ､、
て ． 、 ら . ¥ l/t (丁泣列アー報テフケヤ のう気｣/(て"あう ”< 、一方． こ払子て、提素さ狐、
,学了しもうt"､ 。紅マ 、崎､ ‘ ， アィ テ･ァ もfr二 ィ迄分野との籍ひ‘つき乙､､ う称し､､観
臭約､ ら統合的‘ﾐ法をて <6z..あろ う ．
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（モン〒ギ､圭理論）

うれIJ特殊り､誌題で､あ6が、他分野上の関連z見ら一ｲｸ!|に'j, 6． 毛ンテえ上理
論1$ 、 自丞言詰の構文論と意啄論z統一76枠組ﾉﾅと し 〔 、 70斗代!こう主目乏 I/(6
ようにｱｲっrミォのz･あ6． 含諾学')主流であり王威変換論畦薙ひ｡つきをﾗ系わつ
つあ6．

ユの理論IJ 、 う°ログラ ミ ンフ･言診の蔭､啄論の構成とJ <似て ‘、る， 臭の所1J、

'司し、理想的基盤" 今王柾なものと ､､ 之‘ものでぁ6 ・ ず仁 この狸論の甚凌!重な
って ‘ 、 6のIJ r内包論理」 て･為6 〃ず , > l/l l# 、 関数型の高階様相論理で､あら ・ 7．
ログラ ミ ン7.言診息p論への ,副a論理の適用の研えも出てき て 、、 6° 手r§データ
ベース論への利用の識えも胆〔きて ‘、 6．

様相諭謹と7．口プラム為6 、､ IJテータペース')関連のう累化1撮血の一つの傾向
■､ ､､

て’も胸も。

I新マシンの司鰡王と＃i息任
‘ 、f幻､ 1ノ ｜亘 ．各分野での （専甲） マシンの可能催在方えてケゥ 皇と 'こ76． ￥
のイメージ13，を分野て‘の （ う°ロフ､､ラミ ン7､､)言語"､ j7将らいう 〔｡あり う ，

(i) AIマシン（燕識エジマシン）

←LisF, (""t"勉処，C"z,秘"ce/ )， ′β，片"/･ジ
(il) ソフ トウェア工学zシン

（抽塚テゞ－タ型） ←- ,S.'i,ff</fa， CLL(， β"""xz"

（蹄式ｲ玄梯！検証， 変煥）←述諾計算， ﾗﾑﾀﾞ計算(F>"'/';,L/s')
（う°ロク"ラム童味論） ←－ラムダゞ含鈴鼠 （逮誇論理） （ムs'， 'r,/｡")
（ '判係データベース）←関係代数， '凋係計尊 （恥/,;）

（Ⅲ） 自参言語延理マシン

←ATA/ ， しし派'Z (L'.sP),DcG(Fr'/｡' )

仏/全くり‘|のもの！こり､ う て．,あう う り､ . rこと之（ガPro/･↑
自丞書誌の処懇（横丈解神‘ 意味延浬等） !< 少く

て ‘、 6． シ私' ﾇ腫識的延浬（ '幻題解沃，推論) I二適し

I ：ろ､ ‘ ， T ,検証てつ変換（合成） システムを作6の 'こ も
7.ラ ミ ンフ･とデーダベ､一ス漣ｲ下の統一的言詰勿候補上

､ Prol01マシン'＃ ‘ 各分野'、屑用?噺zシンと冷え4

それ￥．

g, l/t '1

ソ過し

アェジ
フop

¥ こ て｡、

う う 。

とヒ ソ ーL

上も既移

て 、、 6．

』 ．、 て､､あ

して そ方

出発臭!息

二払ら IJ

lTてけ6．

のイゼ言誇よ

ソフトウエ

う う ． frく

とられう。

＃ソ ) j rと

（核言詰の設定）

『γクゼバコンピュータ討畠」で1チ ‘ ハー ト． ウェァヒソフ ト ゥェ

フェースとして 「擬言詰」の設定と予定し て 、、 ウ 。 そ必!＊ 、彫/･；
関数型言語(LIsF ¥) ，抽象データ哩含診茅の嘩素z加味し仁『
I是耐う し想定されて ‘、 6，

アのインター

L也絡真上し

論理型言詰』
イ

諾の想定13 ，新し､､ハード

/J､ 6で､あウ う 〃､ 。 ソフ トう
､ 、ユーーサ“同言詰')ベース1鳶

エアの"1"!c
J/IIJ ，、子まで

'、一ドウェア

とって

よ ’ﾉ畠
'て こつ

フト ワ

て ． 叶

う フ 。

のよ う ｵｨ言

由も､串'|約に

て．便､、や『

エ
ア
』
リ
″

句
／
エ
ふ
り

~ア

（ こ

う

やソ

とつ

ウバ

禾自

,|く率
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-キテフチマ世乃之§楕鼻
テフチ、 と し 了堤素さ ｲぺﾏ
， あう 、 、 IJ シイ/1力、 ら虫て

て < 64のと児われ6・

て逃衣型の臭現乏z乃之 〈

ﾝて､ (#/に1． し北走〃､ コいて

） 〃､.卿機的に池用。れ6 二

理念'〈
， 一､

！ 、 ○ブ

〈 ウ ウ、

ア
キ
之
得
っ
シ
｜

淋
靴
御
一
丞
々
と
で
‐
ｚ
一

つ
‐
の
所
吟
の

呼
斬
調
ン
《
ト
ー
術
１

て
シ
参
現
・
ン

入
ノ
マ
ア
ノ

、
仁
一
心

う 人
／ ぴ

うロ
／

私ら、

リ
ノ
々
ソ
し

〃
一
九

7 ．
q,

シンr' 'ノ タ フンョ ンマ

イ テァ ’* 、 ￥の中て、自
、

フ 。 シの場7今［･も ､ > l/l7 1.堤素．樅
､ 、汐< のキ逆（ スタ ､ソ フ 、 ダフ“， ハツ

'1， う う 。

〃よ

､ ､ 「。

と I 胃

6枚術鈎''蝉素の一つ ,求、 VLSIの進寺のチラ則て”

L (ま 附榔を皇〈序理であう。 そ ｛"IL 「諭灌』 1ミ
て･(J 'j 、 、 て･あう 〉 。 ‘ 、 子のコ ンピュー ージも論鯉機

きわめr時ｸ緬諭裡系'こ北 とつ、 、 て 、 、 6 ， イ“&‐
Kｼ兄が楠報処逓の各一分野'､ ウ王l/( t r ( 、 、 う とみ

約z > シの宴現司
あウが､ 、 兇払上 とも

束ぁ§ 皇 L Iチ 別'<

減の一種て′あう｡ r;

もっと蕃通の論理!〈
えら ↓/(6 ’） てﾞあウ ，

能4生世丈之

,こ '捧隼『'､ J

奇異アノ ュ と

rざ､、 ¥fIJ

次し て よ 、 、

Ⅲ新マシンの肩開催一矢ﾛ識橘報処狸への､ソ ーーノレ
笑，識備報延狸と‘ ， うよ う 『‘ ,高度の目標返緬､ ”､ 1丁､ 6 とすl/l l$. 雑杁2支え6強〃
可ツールが‘望子掘6の ，＃当まて･あウが、 そ批上 上 北 ’こ ￥の実現可能ｲｴも出て 子 て

､、 6と乃之ウれぅ 。

(3*;! | ) ソフ トウエアの'堀諾萱弔'＃ ‘ う．ログラムのステツ7｡教の3*'<比ｲ ' | し
用‘ 、 6 畜諾-の便‘ 、rl 4 ( ,Kif) のう梁!〈友にｲｸ'l7 6 , と ‘ ， ）説"､､あ6 ．
二紅が､成立つと14 と ． コンヒ．ユータアー・ キテ フチヤがもつセマンテイ ーノ フ

ギ稲ツフ． ,ミフ、 、 マ も '訓様のこと "《 号えう ゼ、あうう ．
ソフ ト ゥエアエジ !ゞ方可6 、 、 う 、 ↑ う 'ｲ漫棄がﾉ)塵『↓ も臭用'<血プ"､ 'ｲ 、 ､一因'訳
そ二 ’ ミあ6で､あう） 。

r二と之 1J･ 検証と 、 、 ぅ '例題を方土 てヶ6 ｡ ；紅自体の研免の進履も ﾉ楪嘩て“あう
が、汀家言語との匪離北人ぎ ｱj､ la題〔･あ6 ｡ その言諸の氷準IJ逆シンアーキテフ
ナマの弟,'約と受,jJ･ ぅ と之『‘､ ､ ､ 、 すlll ' : (") 高水準言診五設足76 (""ZZZ"zJ

，鮒鯉惚:職蕊'露薊索塑融鰄感獺
､、て 、、 6の7ミゥう り､ 。

ソフトウエァエザの十分'‘､農'荊と臭施'‘ 笑’謝青報延浬の臭現の不司欠の前提
て､ぁも 。 ￥必ヒ ヒも ！≦ ‘ その前提の臭現') 7<めにも ‘ ハードウェアォで含め7息体

系の見直し 〃､､ I惨卑と乃之ら柾う 。 ソフ トうエァエ学の御え自体が¥粗乏嘩がし て
､、 ウ”’〔鬼われ6 。

引用文關尺

ヅ〃ﾙ江望忽‘， ハc〃7γ
〃

〃′･ ,Z#/-Z/X,
ノノ

蝉
斗

7"レム‘鈴‘謬ﾑ2′と
3 (J"タ'ｧ''）

2)"1R息っ,笹ノAJJ'α力?t. .'A

畔…蝿"ﾌ"ツッ“

題
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情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会に帰属することになっています。

プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、この改訂がシンポジウム内部で
徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場 (=情報処理学会電子図書館)で公開されているにも拘らず、
古い報告集には公開されていないものが少からずありました。

プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、それ以前の報告集も含め、この度
学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去のすべての報告集の論文について、著作権者（論文を執筆された
故人の相続人）を探し出して利用許諾に関する同意を頂くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をしたうえで、
著作権者が見つからない場合も論文を情報学広場に掲載させていただきたいと思います。その後、著作権者が発見され、
情報学広場への掲載の継続に同意が得られなかった場合には、当該論文については、掲載を停止致します。

この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長 (tsuji@math.s.chiba-u.ac.jp)まで
お申し出ください。

加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますようお願い申し上げます。

期間： 2020 年 12月 18 日 ～ 2021 年 3 月 19 日
掲載日： 2020 年 12 月 18 日

プログラミング・シンポジウム委員会

情報処理学会著作権規程
https://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/copyright.html� �


